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八潮市役所　☎048-996-2111

※詳しくは、ホームページをご覧いただくか電話でお問い合わせください。

名称

対象住宅 木造在来工法
2階建て以下

無料簡易耐震診断 八潮市木造住宅耐震  診断  補助 八潮市木造住宅耐震  改修  補助
・昭和56年5月31日以前に建築確認を受け、工事に着手されたもの
・木造在来工法2階建て以下の一戸建て住宅、または併用
住宅（延べ面積の2分の1以上が住宅のもの）

・昭和56年5月31日以前に建築確認を受け、工事に着手されたもの
・木造在来工法2階建て以下の一戸建て住宅、または併用
住宅（延べ面積の2分の1以上が住宅のもの）
・耐震診断による安全性の総合評価が１.０未満であると判定されたもの

申込み資格 市内に住宅を
所有している方

・市内に住宅を所有している方で、１年以上ご自分で住んでいる方
・都市計画法または建築基準法に明らかに違反していない
住宅を所有している方
・市税を滞納していない方

・市内に住宅を所有している方で、１年以上ご自分で住んでいる方
・都市計画法または建築基準法に明らかに違反していない
住宅を所有している方
・市税を滞納していない方
・市による同様の補助金を受けていない方

対象工事
または診断

・建築士法による建築士の有資格者かつ、必要な講習を
受講した者が行う耐震診断であること
・診断が当該年度の３月１０日までに完了するもの

・耐震診断による総合評価が１.０未満の建物について、
１.０以上になるように補強工事を行うもの
・工事が当該年度の３月１０日までに完了するもの
・建設業法に規定する建設業者または八潮市小規模
建設工事等業者登録をしている業者が施工するもの

補助金の額 ・対象診断費×50％（限度額５万円）

申し込み 診断に必要な図面を用意し、
開発建築課へ（随時受付） 12月28日までに開発建築課へ。※期間内に市の予算枠を超えた場合は、その時点で受け付けを終了します。

・対象工事費×２３％（限度額2５万円）

開発建築課にて
実施しています

無料簡易診断 建築士による
詳細な耐震診断

建設業者などによる
耐震改修工事
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まずは、おおよその
耐震性を知るために

簡易診断で「危険」
と判定されたら

詳細な診断結果から耐震
改修工事をお考えの方は

都
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高
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線
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【公売区画】
【公売面積】
【公売価額】
【公売方法】
【申込期間】

【抽せん】

6区画
109～453平方メートル
1,656万8,000円 ～ 5,345万4,000円
公開抽せん方式
□日

□場
□対

□持 

□日
□場

□問

八潮南部東地区の宅地(保留地)を公売します

第1回目…9月24日㈪、25日㈫　午前9時～午後2時
第2回目…9月26日㈬、27日㈭（第1回目に申し込み
がない区画のみ受付）　午前9時～午後2時
市街地整備課窓口
1回目…当地区内に所有権などの権利があり、市の
権利者名簿に登載されている方
2回目…一般の個人および法人
抽せん参加保証金50万円（現金または銀行
その他の金融機関が振り出した小切手）
および認印
9月28日㈮　午前10時～
市役所第3会議室
※抽せん参加申込書、公売案内
資料、詳しい内容などについては、
市街地整備課までお問い合わせく
ださい。なお、市ホームページにも掲
載しています。
※今回の公売で申し込みがなかっ
た区画については、9月28日㈮から
申込順により販売します。
市街地整備課☎○内 462

　

営
利
目
的
の
使
用
を
含
め
、
ど

な
た
で
も
使
用
い
た
だ
け
ま
す
。

〈
使
用
例
〉

図
柄
…
地
域
振
興
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
Ｐ
Ｒ
す
る
ポ
ス
タ
ー
へ
の
使

用着
ぐ
る
み
…
町
会
・
自
治
会
や
子

ど
も
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の

使
用

　

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

○
八
潮
市
の
品
位
を
傷
つ
け
、
ま

た
は
傷
つ
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
と

き
。

○
自
己
の
商
標
や
意
匠
と
す
る
な

ど
、
独
占
的
に
使
用
し
た
り
、
使

用
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
。

○
法
令
ま
た
は
公
序
良
俗
に
反
し

た
り
、
反
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
と

き
。

○
特
定
の
個
人
、
政
党
、
宗
教
団

体
を
支
援
ま
た
は
公
認
し
て
い
る

よ
う
な
誤
解
を
与
え
た
り
、
与
え

る
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
。

○
使
用
す
る
者
（
個
人
で
あ
る
場

合
に
は
そ
の
者
を
、
法
人
で
あ
る

場
合
に
は
そ
の
役
員
ま
た
は
そ
の

支
店
若
し
く
は
事
務
所
の
代
表
者

）
が
、
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な

行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第

２
条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団

員
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

○
そ
の
他
、
そ
の
使
用
が
著
し
く

不
適
当
で
あ
る
と
き
。

図
柄
の
使
用
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
使
用
申
請
書
に
必
要
な
書

類
を
添
付
し
て
提
出
し
、
承
認
を

受
け
て
く
だ
さ
い
（
※
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
立
体
物
お
よ
び
動
画
を
製

作
す
る
場
合
も
承
認
が
必
要
）
。

着
ぐ
る
み
の
使
用
貸
し
出
し
を

受
け
よ
う
と
す
る
日
の
３
月
前
か

ら
７
日
前
ま
で
に
使
用
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
※
着
ぐ
る

み
の
貸
出
期
間
は
、７
日
間
以
内
）。

□申
窓
口
ま
た
は
郵
送
で
保
健
セ
ン

タ
ー
（
〒
340
│
0
8
1
5
八
潮
市

八
潮
8
│
10
│
1
）
へ

　
　
　
　
　

　

図
柄
お
よ
び
着
ぐ
る
み
の
使
用

料
は
無
料
で
す
。

　

図
柄
を
使
用
す
る
際
は
、
次
の

事
項
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
色
、
形
な
ど
を
正
し
く
使
用
し
、

デ
ザ
イ
ン
の
改
変
な
ど
、
応
用
使

用
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
「
ハ
ッ
ピ
ー
こ
ま
ち
ゃ
ん
○R
」と

の
表
記
を
付
す（「
使
用
例
１
」参

照
）。た
だ
し
、表
記
が
難
し
い
場

合
は
、
「
○C
八
潮
市
」
の
表
記
を

も
っ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
「
使
用
例
２
」
参
照
）
。

○
完
成
物
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
物
の
提
出
が
困
難
で
あ

る
場
合
は
、
説
明
図
な
ど
を
も
っ

て
代
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

○
着
ぐ
る
み
（
「
使
用
例
３
」
参

照
）
を
使
用
す
る
方
は
、
そ
の
取

り
扱
い
に
注
意
し
、
汚
し
た
り
破

損
し
た
り
し
た
場
合
は
、
直
ち
に

健
康
増
進
課
に
申
し
出
て
、
必
要

に
応
じ
た
措
置
（
修
理
費
用
な
ど

の
負
担
を
含
む
）
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

○
図
柄
は
使
用
承
認
さ
れ
た
用
途

の
み
で
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

○
営
利
目
的
で
使
用
す
る
場
合
は
、

四
半
期
ご
と
に
使
用
商
品
等
販
売

状
況
報
告
書
」
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

○
承
認
に
基
づ
く
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
使
用
の
権
利
を
他
に
譲
渡
し
、

ま
た
転
貸
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
図
柄
を
使
用
で
き
る
期
間
は
、

最
長
１
年
間
。
１
年
間
を
超
え
て

使
用
す
る
場
合
は
、
再
度
マ
ス
コ

ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
使
用
申
請
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
使
用
取
扱
要
綱
や
利
用
申
請
書

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

〈使用例1〉〈使用例3〉

着ぐるみ

〈使用例2〉

　

最
近
、
市
内
各
所
で
「
ア
メ
リ

カ
オ
ニ
ア
ザ
ミ
」
が
繁
殖
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
植
物
は
、
繁
殖
力
が
強
く
、

そ
の
土
地
に
元
々
あ
っ
た
植
物
の

生
育
場
所
を
占
領
す
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
堅
く
鋭
い
ト

ゲ
を
持
つ
た
め
、
う
か
つ
に
触
る

と
危
険
で
す
。

　

公
共
施
設
の
敷
地
内
の
ア
メ
リ

カ
オ
ニ
ア
ザ
ミ
は
、
市
職
員
に
よ

り
駆
除
し
て
い
ま
す
が
、
市
民
の

皆
さ
ん
も
、
ご
自
身
の
敷
地
内
で

ア
メ
リ
カ
オ
ニ
ア
ザ
ミ
を
見
か
け

た
場
合
に
は
、
大
き
く
な
る
前
に

抜
き
取
っ
て
い
た
だ
き
、
処
分
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課

で
は
、
啓
発
用
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
配
布
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
方

々
へ
の
啓
発
用
に
大
量
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、

○トゲが鋭いため、軍手などを着用して引き抜くよりも、草刈り鎌などを
　使用して根元から刈るか、スコップなどを使用して周辺の土ごと掘り
　返すことをお勧めします。

○多年生であるため、駆除を行っても株や根が残っていれば再生するの
　で、その場合は再度駆除をお願いします。

○花が咲いているときに駆除した場合は、そのまま放置しておくと、種
　子が飛散することもあるので、駆除後は、その場に放置せずに処分し
　てください。

ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
必
要
部
数

を
用
意
し
ま
す
。
ご
近
所
の
方
々

へ
の
周
知
に
つ
き
ま
し
て
も
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

八
潮
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る「
ハ
ッ
ピ
ー
こ
ま
ち
ゃ
ん
」の
図
柄
と

着
ぐ
る
み
を
使
用
す
る
場
合
の
必
要
事
項
を
定
め
ま
し
た
。

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
こ
ま
ち
ゃ
ん
」を
広
く
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

「
ハ
ッ
ピ
ー
こ
ま
ち
ゃ
ん
」の
使
用
に
つ
い
て

□問
健
康
増
進
課
☎
995
・
３
３
８
１

使
用
に
つ
い
て

使
用
料

使
用
上
の
注
意
事
項

使
用・貸
し
出
し
申
請

□問
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課
☎
○内
３
３
８

アメリカオニアザミ駆除のポイント

木造住宅耐震診断および耐震改修の
補助制度をご利用ください

□問開発建築課☎○内468

　市では、昭和５６年５月３１日以前に建築された木造住宅の耐震診断および
耐震改修の費用の一部を補助する制度を実施しています。また、木造住宅の
建築当時の図面を基にした簡易耐震診断も無料で実施していますので、ぜひ、
ご利用ください。

ア
メ
リ
カ
オ
ニ
ア
ザ
ミ
の

　
　
　
　

駆
除
に
ご
協
力
を
！！


